チュータリング実施報告書
チューター：所属　　　　　氏名
チューティー：所属　　　　　氏名
1. チュータリング計画
	1
	チュータリングの目的
	


	2
	チュータリングの目標
	


	3
	チュータリングで必ず達成したいこと
	


	4
	チュータリングにおいて副次的に期待する事項
	



2. チュータリング実施日
	回
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	備考、成果物など

	1
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3. 実施内容
	課題別にチュータリング実施内容を記載

	課題１:
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	3 
	

	課題２:

	1 
	

	2 
	

	3 
	

	課題３:

	1 
	

	2 
	

	3 
	


4. 終了時フィードバック内容
チュータリングの内容について、チューター⇒チューティーに対するフィードバック内容
	うまくできたと感じたこと
	



	うまくできなかったと感じたこと
	



	これから実践してほしいこと
	





5. 全体評価
(1) チュータリング目標の達成状況のまとめ



(2) その他の学習目標達成についてのまとめ



6. 添付資料
(1) 
(2) 





[bookmark: _Hlk51058726]チュータリング実施報告書
チューター：所属　　　　　氏名
チューティー：所属　　　　　氏名
1. チュータリング計画
	1
	チュータリングの目的
	フルプロトコールの作成において、効率的なスケジュール管理が行えるようになる

	2
	チュータリングの目標
	▪フルプロトコールの作成が期間内に完了し倫理審査委員会に期日どおり資料を提出する。
▪研究責任者から支援業務について肯定的な評価を得る
▪必須文書の8割以上が納期達成
▪必須文書に関する品質管理上の問題は指摘されない

	3
	チュータリングで必ず達成したいこと
	▪フルプロトコール作成に必要なタスクをもれなくピックアップして可視化する方法をマスターする
▪タスクの順序関係を明らかにしたスケジュールを作成できるようになる
▪スケジュールに影響を与えるリスクを分析してその対策を実行できるようになる

	4
	チュータリングにおいて副次的に期待する事項
	本施設におけるプロトコール作成のガイダンスを作成する



2. チュータリング実施日
	回
	内容
	実施日
	備考、成果物など

	1
	スケジュール案の検討
	5月　30日
	ガントチャート（ドラフト）

	2
	スケジュール案に対するフィードバックの検討・反映
	6月　30日
	ガントチャート（承認版）

	3
	スケジュール管理の効果性検討（振り返り）
	8月　30日
	振り返りシート、改善案

	4
	スケジュール管理手順の改訂
	9月　30日
	改訂スケジュールマネジメント手順書


3. 実施内容
	課題別にチュータリング実施内容を記載

	課題１フルプロトコール作成に必要なタスクをもれなくピックアップして可視化する方法をマスターする

	1 
	標準的なWBSに基づきプロジェクトに適用したWBSに改変するポイントを学習した

	2 
	構造化における100%ルールを意識しながらもれダブりのないタスクの構造化方法を学習した

	3 
	マネジメントの目的いやリスクに対応したWBSの構造化について学習した

	課題２タスクの順序関係を明らかにしたスケジュールを作成できるようになる

	1 
	各業務の関連性などタスクの依存関係と制約条件を確認しながらネットワーク図を作成する要領を学んだ

	2 
	見積もりの標準的な手法について整理し、入手した情報の不確実性に応じた見積り方法を習得した

	3 
	重要なタスクについてはチームメンバー一人一人がどのように業務に係るかを明示できる役割分担表を作成した

	課題３スケジュールに影響を与えるリスクを分析してその対策を実行できるようになる

	1 
	ワークパッケージ内の所要期間いや品質などに影響する要素を書き出しその発生確率と影響度を分析した

	2 
	ワークパッケージ間のタスクの依存関係に潜むリスクを検出した。また外部リスクについても精査した。

	3 
	これらを統合し全体リスクに影響を及ぼす部分リスクを抽出しその影響度に対策に優先順位を決定した



4. 終了時フィードバック内容
チュータリングの内容について、チューター⇒チューティーに対するフィードバック内容
	うまくできたと感じたこと
	各種ツールの作成に関しての知識と実務経験を積むことができた。実際に業務でこれらを使用しその効果性を確認できた

	うまくできなかったと感じたこと
	ツールの記載内容をプロジェクトの状況やステークホルダーの要求に合わせて修正変更を行うことが難しかった

	これから実践してほしいこと
	プロジェクト以外の日時業務においてもスケジューリングの重要な考え方やツールを使ったコミュニケーションを実践しこれらのマネジメントスキルについて習熟度を上げていただきたい。実践を積み重ねることでツールを使用する時の効率が飛躍的に向上し、短時間で作成・修正を行い常に最新の情報をステークホルダーに提示・共有することが可能となる



5. 全体評価
(1) チュータリング目標の達成状況のまとめ
実際の業務の中でスケジュールのプロセスとツールを使いプロジェクトチームで活用することで、実践的な学習ができたと考えられる。今後は不確実性の高いスケジュール管理において、リスクマネジメントとの連携を図りながら時には予測型だけでなく適応型のマネジメントスタイルも織り交ぜ、効果的で効率の高いマネジメント業務を実施できるようになってほしい
(2) その他の学習目標達成についてのまとめ
今回はスケジューリングのスキルについてチュータリングを行ったが、その大前提となるプロジェクトチャーターの作成やスケジュールに影響を及ぼすリスク分析に関する知識とスキルを身に付けられるように、実の中で継続的に学習を続けていただきたい
6. 添付資料
(1) チュータリング時に共有した資料１
(2) チュータリング時に共有した資料２
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